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史
苑
（
第
七
八
巻
第
二
号
）

　
華
族
と
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
誕
生
し
た
近
代
日
本
の

貴
族
階
級
で
あ
る
。
当
初
は
、
江
戸
期
の
堂
上
公
家
と
一
万
石
以
上

の
大
名
家
か
ら
主
に
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
有
力
社
家
、
僧
侶
、
南

朝
功
臣
の
末
裔
、
維
新
の
功
臣
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
明
治

一
七
年
の
華
族
令
公
布
以
後
は
、
様
々
な
功
績
に
よ
っ
て
政
治
家
や

官
僚
・
軍
人
が
加
え
ら
れ
た
。

　
本
辞
典
は
、士
族
・
平
民
か
ら
華
族
へ
の
昇
格
を
望
む
請
願
を
行
っ

た
人
々
を
収
集
し
た
人
名
辞
典
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、「
華

族
に
列
す
る
こ
と
が
出
来
た
」
側
や
「
授
爵
の
栄
に
浴
し
た
」
側
が

中
心
で
あ
り
、「
華
族
に
列
し
た
い
」「
授
爵
さ
れ
た
い
」
と
願
っ
て

運
動
を
起
こ
し
な
が
ら
も
、「
華
族
に
な
れ
な
か
っ
た
」
側
に
つ
い

て
は
詳
し
く
な
い
。
本
辞
典
は
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵

の
『
授
爵
録
』
全
冊
よ
り
デ
ー
タ
を
と
り
、
最
終
的
に
「
華
族
に
な

れ
な
か
っ
た
」
請
願
者
た
ち
に
つ
い
て
も
詳
細
な
デ
ー
タ
を
載
せ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
本
辞
書
は
人
物
ご
と
に
具
体
的
な
叙
爵
の

可
否
理
由
を
述
べ
た
書
類
本
文
を
引
用
し
て
お
り
、
史
料
集
と
し
て

の
性
格
を
も
つ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
人
間
が
ど
う
い
う
理

由
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
華
族
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
か
が
通
覧

で
き
る
。
九
〇
〇
頁
を
超
え
る
本
辞
書
を
一
人
で
編
纂
さ
れ
た
著
者

に
ま
ず
心
よ
り
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
編
者
に
よ
る「
解
題
　
授
爵
・

陞
爵
・
復
爵
の
請
願
と
近
代
」
も
華
族
制
度
の
概
要
と
本
辞
典
の
利

用
方
法
を
知
る
上
で
便
利
で
あ
る
。「
引
く
」
辞
書
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、「
読
む
」
辞
書
と
し
て
も
大
変
面
白
い
も
の
で
あ
る
。

　
評
者
は
華
族
制
の
研
究
者
で
は
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ

も
そ
も
日
本
中
世
史
が
専
門
で
あ
る
が
、
中
世
史
料
が
如
何
に
近
代

に
お
い
て
伝
来
し
た
の
か
を
考
え
る
中
で
、
近
代
に
お
け
る
「
家
の

歴
史
」（
系
図
・
家
譜
）
編
纂
の
あ
り
方
に
興
味
を
も
ち
、
本
辞
書

を
手
に
と
っ
た
。
拙
稿
「
朝
河
貫
一
と
入
来
文
書
の
邂
逅
―
大
正
期

の
地
域
と
歴
史
を
め
ぐ
る
環
境
―
」（
河
西
英
通
・
浪
川
健
治
編
『
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の
日
本
史
像
―
「
長
期
の
19
世
紀
」
を
生
き
た

地
域
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
で
は
、
鹿
児
島
県
出
身
の
政

治
家
長
谷
場
純
孝
が
「
薩
摩
ニ
於
テ
島
津
家
ヨ
リ
モ
古
ク
、
嘗
テ
ハ

南
朝
ニ
勤
王
シ
タ
貴
イ
家
柄
デ
ア
ル
」こ
と
の
証
を
立
て
る
た
め
に
、

中
世
以
来
の
家
伝
文
書
（
長
谷
場
家
文
書
）
を
伝
え
る
本
家
の
長
谷

場
純
敬
や
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
の
歴
史
家
た
ち
と
協
力
し
て
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名
辞
典
』（
佐
藤
）

自
家
の
家
譜
編
纂
を
行
い
、
叙
爵
運
動
に
用
い
た
節
が
あ
る
点
を
指

摘
し
た
（
本
辞
書
「
解
題
」
三
頁
で
指
摘
さ
れ
る
滋
野
井
竹
若
と
同

じ
く
、『
授
爵
録
』
に
は
名
が
み
え
な
い
が
、『
松
方
正
義
関
係
文
書
』

第
一
二
巻
に
「
長
谷
場
家
系
譜
」
が
含
ま
れ
る
）。
確
実
に
叙
爵
請

願
を
行
っ
た
証
拠
が
な
い
た
め
だ
ろ
う
か
、
本
辞
書
に
は
長
谷
場
は

収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
叙
爵
請
願
者
た
ち
の
存
在
が
広
が
り
を
も

つ
こ
と
、
前
近
代
の
史
料
保
存
・
編
纂
を
考
え
る
と
き
に
、
意
外
な

重
要
性
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
以
外
に

も
、
本
辞
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
多
彩
な
請
願
者
た
ち
の
足
跡
を
た

ど
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
に
お
け
る
歴
史
意
識
に
つ
い
て
家
・
個
人

の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
大
学
を
中
心
と
し
た
近
代
歴
史
学
の
歴
史
で
は
な
く
、

社
会
に
お
け
る
歴
史
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
史
学
史
に
新
た
な
光

を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
一
例
を
あ
げ
る
と
、
奈
良
法
隆
寺
の
寺
侍
出
身
で
あ
る
北

畠
治
房
は
、
天
誅
組
の
変
へ
の
参
加
が
維
新
の
先
鞭
と
な
っ
た
と
し

て
、
男
爵
に
授
爵
さ
れ
て
い
る
（『
国
史
大
辞
典
』
の
北
畠
治
房
の

項
（
鳥
海
靖
氏
執
筆
）
で
は
、「
司
法
官
と
し
て
の
長
年
の
功
労
に

よ
り
」
と
説
明
す
る
）。
旧
名
を
平
岡
鳩
平
と
い
い
、
維
新
後
、
南

朝
の
功
臣
北
畠
親
房
の
末
裔
を
自
称
し
、
北
畠
治
房
と
改
名
し
た
人

物
で
あ
る
。
故
郷
の
法
隆
寺
村
に
隠
居
し
た
後
、
治
房
が
北
畠
親
房

墓
を
は
じ
め
と
す
る
奈
良
の
史
跡
の
考
証
・
顕
彰
活
動
に
邁
進
し
た

様
子
は
、
黒
岩
康
博
「
南
朝
史
蹟
の
考
証
と
地
域
社
会
」（『
好
古
の

瘴
気
　
近
代
奈
良
の
蒐
集
家
と
郷
土
研
究
』慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
七
年
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
辞
書
を
引
く
と
、
北

畠
治
房
の
横
に
立
項
さ
れ
て
い
る
北
畠
清
徳
（
和
歌
山
県
平
民
）
と

い
う
人
物
も
、
親
房
の
末
裔
を
称
し
、
授
爵
請
願
を
行
っ
て
い
る

が
、
系
譜
に
疑
義
が
あ
る
と
し
て
返
却
さ
れ
て
い
る
。
北
畠
を
称
す

る
の
は
こ
の
二
名
の
み
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
自
称
末
裔
た
ち
の
存

在
を
横
断
的
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
多
彩
な
請
願
者
た
ち

を
五
十
音
順
に
並
べ
た
本
辞
書
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。
巻
末
の
人

名
索
引
や
付
表
（
授
爵
・
陞
爵
・
復
爵
の
申
請
年
月
日
順
一
覧
、
華

族
一
覧
）
も
便
利
で
あ
る
。
欲
を
い
え
ば
、
申
請
者
の
県
ご
と
の
一

覧
な
い
し
索
引
が
あ
れ
ば
、
地
域
ご
と
の
歴
史
意
識
の
あ
り
方
を
探

る
の
に
便
利
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
奈
良
県
・
和
歌
山
県

で
は
南
朝
関
係
の
申
請
者
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
評
者
の
よ
う
に
史
学
史
と
い
う
関
心
か
ら
手
に
と
る
の
は
、
本
辞

書
の
利
用
者
と
し
て
必
ず
し
も
本
筋
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
豊
富
な
情
報
量
と
可
能
性
を
も
つ
本
辞
書
の
利
用
者
の
一
例
と

し
て
、
自
分
の
関
心
に
引
き
よ
せ
た
紹
介
を
試
み
た
。
評
者
の
怠
慢

に
よ
っ
て
新
刊
紹
介
と
い
う
に
は
や
や
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
本
辞
書
の
一
層
の
活
用
を
祈
る
次
第
で

あ
る
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）
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